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特集
まちなか
ルj。ポ

市
街
地
整
備
進
み

ま
ち
な
か
観
光
の
魅
力
さ
ら
に
ア
ッ
プ

　

市
で
は
、
ま
ち
な
か
の
活
性
化
と
観
光
開
発
を
重
点
施
策
の
一

つ
と
し
て
掲
げ
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
平
成
五
年
度
ま
で
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
亀
山
公
園
や
義
景
公
園
の
整
備

を
は
じ
め
武
家
屋
敷
旧
内
山
家
の
復
元
、
風
情
あ
ふ
れ
る
石
畳
の

道
整
備
な
ど
、
歴
史
と
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
な
か
の
魅
力
が
さ
ら

に
深
ま
り
ま
し
た
。
今
月
号
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
街
地
整
備
の
状
況

を
特
集
し
ま
す
。
題
し
て
。
ま
ち
な
か
ル
ポ
‰
あ
な
た
も
ゆ
つ
く

り
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

1
X

　

越
前
お
お
の
歴
史
の
路
整
備
事

業
は
、
大
野
の
ま
ち
な
か
を
ゆ
っ

く
り
散
策
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
平
成
三
年
度
か
ら
三

年
計
画
で
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
国
の
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

に
よ
り
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
総

事
業
費
は
約
七
億
円
。

　

ま
ず
三
年
度
で
、
ま
ち
な
か
観

光
の
中
心
で
あ
る
七
間
通
り
三
百

九
ト
四
口
を
石
畳
舗
装
に
し
ま
し

た
。
こ
の
石
畳
は
中
国
産
の
御
影

石
を
使
っ
て
お
り
、
伝
統
の
朝
市

や
し
に
せ
の
多
い
商
店
街
と
マ
ッ

チ
し
て
、
七
間
通
り
を
一
川
魅
力

的
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　

四
年
度
で
は
、
寺
町
通
り
三
百

七
十
九
び
を
石
畳
舗
装
。
街
路
灯

も
情
緒
あ
ふ
れ
る
寺
町
の
雰
囲
気

と
調
和
し
た
も
の
を
八
ヵ
所
に
取

り
付
け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
五
年
度
で
は
、
寺
町

か
ら
本
町
ま
で
の
石
灯
盾
通
り
三

百
三
ト
び
を
石
畳
化
。
寺
町
か
ら

四
番
は
全
面
石
畳
、
四
番
か
ら
本

町
は
中
火
は
収
道
と
し
、
両
脇
の

歩
道
は
石
畳
に
改
良
し
ま
し
た
。

南
側
の
歩
道
に
は
、
高
さ
二
・
一

口
の
石
灯
龍
と
単
一
松
を
セ
ッ
ト
で

六
ヵ
所
に
配
置
し
、
古
都
ら
し
い

情
緒
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

　

石
灯
寵
通
り
は
、
金
森
長
近
公

が
城
下
町
建
設
の
際
に
測
‥
一
m
の
基

点
と
し
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
、
地

名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
石
灯
庖

も
近
年
、
亀
山
か
ら
元
の
場
所
に

移
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
町
会
館

　

今
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
元

町
会
館
も
、
こ
の
事
業
の
一
環
で

建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
明
治
時

代
の
町
家
風
イ
メ
ー
ジ
で
建
設
。

ニ
ト
五
台
収
容
の
無
料
駐
車
場
を

は
じ
め
、
観
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ト

イ
レ
な
ど
を
備
え
、
地
域
住
民
の

方
々
だ
け
で
な
く
、
観
光
客
の
利

用
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。



　

町
灯
脆
通
り
西
端
に
、
平
成
三

年
轟
に
完
成
、
ま
ち
な
か
観
光
の

無
料
休
憩
施
設
で
す
。
艇
示
コ
ー

ナ
ー
や
休
憩
室
な
ど
が
あ
り
、
木

造
か
わ
ら
ぶ
き
二
階
建
て
、
延
べ

約
二
百
平
方
じ
。
湧
水
井
戸
や
ミ

ニ
庭
園
も
あ
り
ま
す
。
工
事
費
は

約
三
r
a
万
円
で
す
。

市街地イラストマップ

　

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
平
成
四

年
度
ま
で
、
国
の
ま
ち
づ
く
り
特

別
対
策
事
業
に
よ
り
計
画
的
に
整

備
。
総
事
業
費
は
約
五
億
円
で
す
。

　

勉
山
の
ふ
も
と
か
ら
山
頂
ま
で

の
遊
歩
道
を
石
張
り
や
カ
ラ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
で
舗
装
し
た
り
、
西
側
か

ら
の
遊
歩
道
を
新
設
し
た
り
し
ま

し
た
。

　

登
り
‐
に
あ
る
格
調
高
い
城

門
、
中
腹
の
大
野
九
な
ど
の
児
童

遊
几
ハ
を
は
じ
め
、
植
栽
や
柵
・
案

内
板
…
照
明
八
ト
四
灯
な
ど
も
整

備
し
ま
し
た
。

　

夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
川
照
明

設
備
も
更
新
さ
れ
、
以
前
よ
り
も

数
段
明
る
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
計
画
的
な
整
備
の
結

米
、
身
近
に
自
然
や
歴
史
を
楽
し

め
る
公
園
と
し
て
ま
す
ま
す
人
気

が
鳥
ま
っ
て
い
ま
す
。

財政一ロメモ

　

これら一連の市街地整備は、

自治省や県などの有利な事業

採択を受けて行いました。例

えば亀山公園や歴史の路整備

事業には、地域総合整備事業

債が充てられています。この

起債の元利償還金のうち約53

％は毎年、地方交付税で措置

されます。

　

市では、今後も効率的で健

全な財政運営を基本に、市勢

発展に努めます。



まちなか
ルポ

　

武
家
屋
敷
旧
内
山
家
は
、
幕
末

期
に
大
野
藩
財
政
の
再
建
に
尽
力

し
た
家
老
の
内
山
七
郎
右
衛
門
良

休
と
弟
の
隆
佐
良
隆
を
生
ん
だ
内

山
家
の
住
居
を
買
収
し
、
解
体
復

元
し
た
も
の
で
す
。

　

国
の
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
と
地

域
づ
く
り
推
進
事
業
に
よ
り
、
平

成
二
年
度
か
ら
三
年
計
画
で
修
復

し
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
約
三
億

二
千
四
百
万
円
。

　

歴
史
を
し
の
ぼ
せ
る
板
塀
の
中

に
は
、
け
屋
と
離
れ
が
中
央
部
に

あ
り
、
庭
園
を
は
さ
ん
で
西
寄
り

に
三
棟
の
土
蔵
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

大
野
藩
の
名
君
と
し
て
知
ら
れ

る
土
井
利
忠
公
の
重
臣
で
あ
っ
た

内
山
兄
弟
は
、
殖
産
興
業
・
人
材

育
成
な
ど
、
数
々
の
功
績
を
挙
げ

ま
し
た
。
兄
の
七
郎
右
衛
門
は
藩

店
「
大
野
屋
」
の
開
設
や
銅
山
経

営
で
于
腕
を
発
揮
。
弟
の
隆
佐
は

洋
式
帆
船
「
大
野
丸
」
の
建
造
や

蘭
学
の
振
興
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。

　

田
内
山
家
の
西
側
に
は
、
バ
‥
開

堀
の
遺
構
も
あ
り
ま
す
。

　

静
か
な
武
家
屋
敷
の
中
で
、
人

野
藩
の
活
躍
に
思
い
を
は
せ
て
み

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

開
館
は
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　

（
た
だ
し
、
日
曜
・
祝
日
は
午
後

五
時
ま
で
）
で
す
。
入
館
料
は
人

人
百
円
、
小
中
学
生
五
ト
円
。
四

月
～
十
一
月
は
月
曜
日
と
祝
日
の

翌
日
、
十
二
月
圭
二
月
は
日
曜
日

と
祝
日
が
休
み
と
な
り
ま
す
。

　

市
の
去
玄
関
で
あ
る
J
R
越
前

大
野
駅
前
の
一
帯
は
、
平
成
三
・

四
年
度
で
整
備
し
ま
し
た
。

　

三
年
度
で
は
、
美
観
を
損
ね
る

放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
、
三
百

八
台
収
容
の
無
料
駐
輪
場
を
建
設
。

　

四
年
度
で
は
歩
道
を
カ
ラ
ー
舗

装
に
し
た
ほ
か
、
市
の
木
ヶ
ヤ
キ

を
植
栽
し
ま
し
た
。
駐
輪
場
の
北

側
二
千
百
平
方
び
は
無
料
駐
車
場

と
し
、
観
光
客
や
通
勤
者
に
開
放

し
て
い
ま
す
。
事
業
費
は
約
三
千

九
百
万
円
。

まちなか整備に商店街や企業もタイアップ

　

NTTは寺町通りの石畳舗

装を機に塀を改修。寺町の落

ち着いた雰囲気にマッチした

和風で仕上げています。

NTT大野支店

七間商店街

　

お休み処「七間本陣」や石

柱の道しるべ、街路灯などを

整備。石畳と調和のとれた景

観づくりを行っています。



　

義
景
公
園
は
、
今
存
オ
ー
ブ
ン

し
た
ば
か
り
。
朝
介
義
景
公
哀
所

川
辺
を
、
水
の
ル
ー
ト
の
一
拠
点

と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

用
地
取
得
を
含
め
、
平
成
四
年

度
か
ら
二
年
計
画
で
進
め
ま
し

た
。
総
事
業
費
は
約
一
・
F
九
削
万

円
で
す
。

　

こ
の
公
閥
は
大
規
模
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
落
ち
着
い
た

‐
4
風
イ
メ
ー
ジ
で
統
一
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
内
で
は
初
め
て
設
置

さ
れ
た
水
琴
廠
や
休
憩
所
、
ト
イ

レ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
国
時
代
の
悲
運
の
武
将
、
朝

介
義
景
公
の
辰
所
は
束
隣
で
す
。

義
景
は
人
正
。
几
年
二
斤
し
三
年
）

織
田
信
艮
と
の
幟
い
に
破
れ
、
一

泉
谷
の
居
城
か
ら
大
野
へ
落
ち
の

び
ま
し
た
が
、
反
逆
に
あ
っ
て
自

害
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
園
に
も
清
水
が
あ
り
、

イ
ト
ヨ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

御
清
水
は
、
昭
和
六
十
乍
に
国

の
1
1
名
水
自
選
」
に
選
ば
れ
、
ト
に

屋
は
、
六
＋
1
年
に
現
在
の
私
製

の
も
の
に
取
り
替
え
ま
し
た

　

北
隣
の
御
清
水
会
館
は
行
灯
施

会
館
と
同
様
に
、
散
策
の
無
料
休

憩
所
と
し
て
9
備
し
た
も
の
で
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．
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で
F
掛
け
、
斤
午
存
に
完
成
、
木

造
か
わ
ら
ぶ
き
ｔ
屋
姓
て
で
、
μ

二
十
三
平
方
ご
で
す
展
示
コ
ー

ナ
ー
や
茶
室
を
筆
ね
た
和
室
、
ト

イ
レ
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
．

　

会
館
を
介
め
た
御
清
水
の
幣
備

費
は
約
八
F
几
町
万
円

道
書
八
広
二

工
工

岬
い
ヽ
べ
ン
六
I
‥

‥
‥
題
会
二
＝
‐
‐
‐
‐
．
1

　

五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
遠
く
は

関
東
・
中
京
・
関
西
。
四
国
な
ど
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
当

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
ニ
組
の
ご
夫
婦
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
大
野
の

印
象
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

橋
爪
さ
ん
夫
婦

　
　
　
　
　

千
葉
県

町
が
と
て
も
き
れ
い

　

車
で
夫
婦
二
人
、
気
ま
ま
に

自
山
な
旅
を
し
て
い
ま
す
、
観

光
ガ
イ
ド
を
見
て
来
ま
し
た

が
、
占
い
建
物
が
大
切
に
保
存

さ
れ
町
中
が
き
れ
い
な
の
と
、

義
景
公
園
の
墓
に
花
が
供
え
て

あ
る
の
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
、

水
も
ま
ろ
や
か
で
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
落
ち
着
い
た

町
の
雰
囲
気
を
い
つ
ま
で
も
人

切
に
し
て
く
だ
さ
い

高
柳
さ
ん
夫
婦

　
　
　
　
　

石
川
県

観
光
案
内
板
が
欲
し
い

　

‐
帰
り
の
戸
定
で
来
ま
し
た
。

＞
；
：
水
の
町
ら
し
く
水
に
け
昧
が

あ
っ
て
お
い
し
い
で
す
、
こ
ヒ

ん
ま
り
と
整
っ
た
町
拒
み
が
印

象
的
で
、
思
っ
た
よ
り
観
光
客

が
多
い
で
す
。
化
宅
地
の
中
に

観
光
7
ポ
ッ
ト
が
あ
る
の
が
い

い
で
す
ね
。
た
だ
、
道
が
分
か

り
に
く
い
の
で
、
周
り
の
限
観

に
配
慮
し
た
観
光
案
内
板
が
欲

し
い
と
思
い
ま
す
工
。



市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業

有
終
会
館
で

　

盛
大
に
記
念
式
典

　

大
野
市
は
昭
和
二
十
九
年
七
月

一
日
、
大
野
郡
こ
町
六
村
の
合
併

に
よ
っ
て
発
足
し
て
以
来
、
産
業

を
は
じ
め
各
種
分
野
に
お
い
て
着

実
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
七
月
一
日
は
、
こ
の
記
念

す
べ
き
市
制
施
行
四
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
日
に
有
終
会
館

で
午
前
十
時
か
ら
記
念
式
典
を
開

催
し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の

市
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
新
た
な

ス
テ
ッ
プ
と
し
ま
す
。

友
好
市
町
交
流
会

　

六
月
こ
十
九
日
か
ら
七
月
一
日

ま
で
の
三
日
間
、
有
終
会
館
を
主

会
場
に
、
三
石
町
・
葛
巻
町
・
能

生
町
・
南
淡
町
の
代
表
を
招
い
て
、

友
好
市
町
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

「
友
好
の
契
り
」
の
精
神
を
礎

と
し
て
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
い

友
好
と
連
携
の
き
ず
な
を
よ
り
I

層
深
め
る
と
と
も
に
、
老
人
福
祉

計
画
な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
務
者
交

流
会
を
行
い
、
各
市
町
の
振
興
、

発
展
に
役
立
て
ま
す
。

ふ
る
さ
と
招
待
事
業

　

当
市
と
ゆ
か
り
の
あ
る
北
海
道

三
石
町
の
町
民
を
、
六
月
三
十
日

か
ら
七
月
二
日
ま
で
当
市
に
招
待

し
、
交
流
を
通
し
て
両
市
町
の
友

好
を
増
進
し
ま
す
。

　

招
待
す
る
の
は
、
大
野
出
身
三

代
ま
で
の
血
縁
者
二
十
人
で
す
。

　

市
内
見
学
や
ゆ
か
り
の
あ
る
市

民
と
の
交
流
会
、
四
十
周
年
記
念

式
典
に
出
席
し
、
交
流
、
交
歓
を

深
め
ま
す
。

市制40周年記念事業日程

月日 事業名

6月28日（火）
★特別展「絵図にみる大野」　　　　　

8月21日まで

6月29日（水） 友好市町交流会7月1日まで

6月30日（木） ふるさと招待事業7月2日まで

7月1日（金） 市制施行40周年記念式典

7月14日（木）
ニューヨークシンフォニックアンサンブ

ル特別演奏会

7月24日（日） Jリーグサッカー教室＆サイン会

8月8日（月） ★おおの城まつり8月16日まで

8月12日（金）
★名水カップ少年サッカー大会　

8月14日まで

8月13日（土） ★花火大会

8月14日（日） 手づくりカーニバル

8月25日（木） ふるさと出身者講演と音楽のタベ

9月11日（日） ★福井県川柳大会

9月23日（金） 落語独演会【桂枝雀】

9月29日（木）
★健康づくり市民のつどい　

10月1・2日も開催

10月2日（日） ★福井県市町村文協選抜芸能祭

10月10日（月） ★健康ウォーク

10月11日（火） ★大相撲「大野場所」

10月13日（木） ★ふくい県民長寿祭10月14日まで

10月23日（日） ★大野市戦没者追悼式

11月1日（火）

★市総合文化祭11月3日まで　

1日歌謡ショー「橋幸夫＆キララ」　

「未来の大野」図画作文コンクール発表展示会

11月5日（土） ★おおの産業フェア11月6日まで

12月18日（日） ★大野第九演奏会

★は協賛事業

家
庭
用
ゴ
ミ
焼
却
炉
の

　
　
　
　

設
置
費
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
資

源
ゴ
ミ
の
回
収
運
動
を
お
願
い
す

る
な
ど
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
生
活
水
準
の
向
土
と

と
も
に
可
燃
物
ゴ
ミ
が
急
増
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
伸
び
に
歯
止
め

を
か
け
る
に
は
、
私
た
ち
市
民
一

人
ひ
と
り
の
ゴ
ミ
に
対
す
る
理
解

と
行
動
が
必
要
で
す
。
各
家
庭
で

生
じ
た
可
燃
物
ゴ
ミ
は
、
各
家
庭

で
処
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ゴ
ミ
減
量
化
運
動
を
推
進
す
る

た
め
、
平
成
六
年
四
月
か
ら
向
こ

う
三
年
間
、
家
庭
用
簡
易
焼
却
炉

を
設
置
さ
れ
た
家
庭
に
、
市
が
設

置
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
額

　

一
家
庭
一
基
と
し
て
、
焼
却

　

炉
購
入
額
の
十
分
の
三
以
内

　

で
五
千
円
を
限
度
と
七
ま
す
。

実
施
期
間

　

平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
平

　

成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

申
請
手
続
き

　

①
簡
易
焼
却
炉
設
置
補
助
金

　
　

交
付
申
請
書

　

②
簡
易
焼
却
炉
設
置
補
助
金

　
　

交
付
請
求
書

　

③
誓
約
書

　

④
領
収
書
の
写
し

　
　

（
申
請
書
類
は
清
掃
事
務
所

　
　

に
あ
り
ま
す
）

　

以
上
の
書
類
を
そ
ろ
え
て
、

清
掃
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問合せ先

清掃事務所（65・6120）



気
軽
に
ど
う
ぞ

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

　

市
は
、
消
費
者
の
生
活
を
守
る

平
成
六
年
度
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

十
五
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
昭
和
五
十

年
度
に
消
費
者
行
政
を
効
率
的
に

推
進
す
る
た
め
に
、
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

行
政
と
消
費
者
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
消
費
者
か
ら
の
悩
み
や
相
談
を

　

受
け
付
け
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
行

　

政
機
関
に
適
切
な
処
置
を
申
し

　

入
れ
ま
す
。

◆
不
当
な
表
示
や
危
険
な
商
品
、

　

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
を
監
視

　

し
、
行
政
機
関
に
通
報
し
ま
す
。

◆
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
の
意
見

　

や
要
望
を
提
出
す
る
一
方
、
消

　

費
生
活
に
関
す
る
情
報
を
市
民

　

に
提
供
し
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
消
費

生
活
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
人
ば
か
り
で
す
。
消
費
生

活
に
関
す
る
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

こ
と
や
不
審
な
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
気
軽
に
最
寄
り
の
モ
ニ
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
と
の
懇
談

会
を
随
時
開
催
し
、
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ご
意
見
を
、
行
政
に
反
映
し

て
い
き
ま
す

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

消
費
生
活
上
の
諸
問
題
に
対
処
し
、

消
費
者
の
利
益
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
講
座
や
研
修
な
ど
の

支
援
活
動
を
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
長
谷
川
佳
子
さ
ん
（
春
日
2
）

　
　

6
5
・
0
8
7
0

◆
長
田
佐
知
子
さ
ん
（
開
発
）

　
　

6
4
・
1
2
4
8

◆
北
山
よ
し
子
さ
ん
（
牛
ヶ
原
）

　
　

6
5
・
4
5
0
9

簿
名

一
タ

ニ
モ

活
生

費消
制田

称
敬ぐ

氏名 住所 電話

得川映子

竹下伶子

松尾絹枝

小丸直美

天谷具知子

滝野紀子

久保好

古田美也子

酒井升美

小林郁代

松田洋子

渾田富士子

樗田利子

宮下智美

膚田明美

国時町1008

春日3－14－18

泉町10－28

中野38－13－5

陽明町1－908

中野町1－8－25

牛ヶ原28－21

鍬掛15－39

森政領家7－5

稲郷52－12

森目41－30

富塚13－8

金山7－25

花房10－17

西勝原15－18

66－1526

66－3782

66－4458

65－7312

65－3694

66－1247

66－4766

65－4531

65－1790

64－1803

65－4096

65－0898

67－1973

67－1370

65－3382

ぶ1ニ．キサイティング

スポー・！／

情報

第
釘
回
市
民
総
合

体
育
大
会
夏
季
大
会

　

第
三
十
七
回
市
民
総
合
体
育
大

会
夏
季
大
会
が
、
六
月
十
二
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
地
区
代
表
選
手

に
温
か
い
ご
声
援
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ー
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
ー
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
四

種
目
は
、
公
開
種
目
と
な
り
ま
す
。

　

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
》

日
時
6
月
1
2
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

《
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
》

日
時
6
月
1
9
一
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
体
育
館

　

《
卓
球
》

日
時
6
月
1
2
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
陽
明
中
学
校

　

《
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
》

日
時
6
月
1
2
日
午
前
8
時

会
場
市
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　

《
相
撲
》

日
時
6
月
1
2
日
午
前
9
時

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
相
撲
場

　

《
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
》

日
時
6
月
1
2
日
午
前
8
時
3
0
分

会
場
有
終
西
小
学
校

　

《
陸
上
》

日
時
6
月
2
6
日
午
前
9
時

会
場
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
陸
上

　

競
技
場

　

《
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
》

日
時
7
月
3
日
午
前
9
時

会
場
陽
明
中
学
校

　

《
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
》

日
時
7
月
3
日
午
前
9
時

会
場
小
山
小
学
校

　

《
サ
イ
ク
リ
ン
グ
》

日
時
7
月
3
日
午
前
8
時
3
0
分

集
合
場
所
市
役
所
前

コ
ー
ス
市
役
所
～
佐
開
旅
行
村

●
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

水
泳
教
室

申
込
6
月
2
9
日
⑥
ま
で
に
海

　

洋
セ
ン
タ
ー
（
6
4
・
1
3
1

　

1
）
へ

　

【
初
級
児
童
】

対
象
泳
げ
な
い
小
学
生
男
女

期
間
7
月
3
日
～
8
月
2
8
日

　

の
毎
週
日
曜
日
午
前
9
時

　

3
0
分
～
1
－
1
時
3
0
分

定
員
3
0
人

保
険
料
4
0
0
円

　

【
中
級
児
童
】

対
象
多
少
泳
げ
る
小
学
生
男

　

女
期
間
7
月
7
日
～
8
月
2
5
日

　

の
毎
週
木
曜
日
と
8
月
2
8
日

　

⑧
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

定
員
3
0
人

保
険
料
4
0
0
円

　

【
親
子
】

対
象
5
歳
以
上
の
子
供
と
親

期
間
7
月
3
日
～
8
月
2
8
日

　

の
毎
週
日
曜
日
午
前
9
時

　

3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

定
員
2
0
組

保
険
料
1
7
0
0
円

　

【
レ
デ
ィ
ス
】

対
象
中
学
生
以
上

期
間
7
月
6
日
～
8
月
2
4
日

　

の
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時

　

3
0
分
～
9
時

定
員
3
0
人

保
険
料
1
3
0
0
円
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健康手帳の利用について

健
康
手
帳
を
あ
な
た
の

健
康
管
理
に
利
用
く
だ
さ
い

　

一
回
だ
け
の
検
診
結
果
で
異
常
が
出
た
と
し
て
も
、
病

気
の
兆
候
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
渡

し
し
て
い
る
健
康
手
帳
に
は
、
検
診
記
録
な
ど
の
記
録
欄

と
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。
成
人
病
予
防

に
は
、
こ
ま
め
な
検
査
記
録
が
役
立
ち
ま
す
。
あ
な
た
の

健
康
管
理
に
健
康
手
帳
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
人
病

健
康
診
査
時
に
四
十
歳
以
L
の
受

診
者
に
健
康
手
帳
を
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
手
帳
は
、
各
種
検
診
の
記

録
・
血
圧
測
定
の
記
録
・
体
重
測

定
の
記
録
な
ど
の
記
録
欄
と
健
康

管
理
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
項

目
が
あ
り
ま
す
。

大
事
な
の
は

　

検
査
値
の
動
き
で
す

　

地
域
で
行
う
定
期
検
診
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
検
診
結
果
を
記
録

し
ま
し
ょ
う
。
一
回
だ
け
の
検
診

結
果
で
異
常
値
が
出
た
と
し
て
も
、

成
人
病
の
場
合
は
そ
れ
が
必
ず
し

も
病
気
の
兆
候
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

大
事
な
の
は
検
査
値
の
動
き
な
の

で
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
人
病

健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
人
に
診

禿
結
果
を
通
知
し
、
記
録
欄
に
は

る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ペ
ー
ジ
で
五
年
間
の
結
果
が

一
覧
で
き
ま
す
。
一
覧
表
に
す
る

と
動
き
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
医

師
に
か
か
る
場
合
も
、
そ
う
し
た

長
年
に
わ
た
る
検
査
値
の
動
き
と

い
う
も
の
は
、
診
断
の
目
安
と
し

て
非
常
に
大
切
な
も
の
で
す
。

血
圧
の
変
動
を

　

記
録
し
て
く
だ
さ
い

　

健
康
管
理
の
た
め
の
検
査
デ
ー

タ
と
し
て
最
も
よ
く
使
わ
れ
る
の

は
、
お
な
じ
み
の
血
圧
で
す
。
血

圧
の
変
動
を
記
録
す
る
だ
け
で
成

人
病
管
理
の
半
分
は
達
成
で
き
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

心
臓
は
全
身
に
血
液
を
循
環
さ

せ
る
ポ
ン
プ
の
役
割
を
し
て
い
ま

す
が
、
血
液
を
送
り
出
す
た
め
に

心
臓
が
収
縮
し
た
と
き
の
血
圧
を

最
大
血
圧
、
逆
に
心
臓
が
血
液
を

た
め
る
た
め
に
膨
ら
ん
だ
状
態
の

と
き
の
血
圧
を
最
小
血
圧
と
い
い

ま
す
。

WHOの血圧判定基準
（単位：mmllg）

最大血圧 最小血圧

高血圧 160以上 95以上

境界型高血圧 140～159 90～94

正常血圧 139以下 89以下

低血圧 100以下 60以下

　

た
だ
、
血
圧
は
一
日
の
う
ち
に
、

日
に
よ
っ
て
も
絶
え
ず
変
動
し
て

い
ま
す
。
日
を
変
え
て
少
な
く
て

も
三
回
は
測
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

測
る
と
き
の
条
件
を
い
ろ
い
ろ
変

え
て
み
た
り
、
次
は
同
じ
条
件
下

で
測
っ
た
り
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
て
、
血

圧
の
変
動
を
医
師
に
判
断
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
最
近
は
家
庭
用
血
圧
計

が
普
及
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
く

つ
ろ
い
だ
状
態
の
時
、
自
分
の
血

圧
が
ど
ん
な
数
字
に
な
る
か
知
っ

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

必
ず
健
康
手
帳
を

　
　

ご
持
参
く
だ
さ
い

　

毎
月
第
一
火
曜
日
の
午
前
九
時

か
ら
十
一
時
ま
で
健
康
相
談
を
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
月
か
ら
各
種
検
診
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
必
ず

健
康
手
帳
を
持
参
し
、
手
帳
を
有

効
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（S65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
君
才
ス

折り込みチラシ

うのみにすると

とんだ落とし穴

　

新
聞
と
一
緒
に
家
庭
に
配
布
さ

れ
る
折
り
込
み
チ
ラ
シ
は
、
消
費

者
に
と
っ
て
身
近
で
役
立
つ
情
報

源
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
折
り
込
み
チ
ラ

シ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
ヶ
I

ス
が
、
最
近
特
に
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
し
よ

★
健
康
食
品

　
　

「
ア
ト
ピ
ー
・
肝
炎
な
ど
が
治
っ

た
」
と
い
う
体
験
談
の
チ
ラ
シ
を

見
て
電
話
を
し
た
ら
、
大
量
の
ク

ロ
レ
ラ
を
買
わ
さ
れ
た
。

★
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク

　
　

「
あ
な
た
も
美
し
く
無
料
体
験
」

の
チ
ラ
シ
を
見
て
サ
ロ
ン
に
出
か

け
た
ら
、
強
引
に
高
額
な
コ
ー
ス

の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
。

★
ミ
シ
ン

　

チ
ラ
シ
に
あ
る
ミ
シ
ン
を
買
い

た
か
っ
た
の
に
、
違
う
ミ
シ
ン
を

買
わ
さ
れ
た
。

★
お
金
も
う
け
の
本

「
自
宅
で
ア
ル
バ
イ
ト
月
収
十

五
万
円
」
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
あ

て
名
書
き
の
内
職
を
紹
介
し
て
く

れ
る
と
思
っ
て
申
し
込
ん
だ
ら
、

本
が
届
い
た
だ
け
だ
っ
た
。

チ
ラ
シ
の
問
題
点

　

折
り
込
み
チ
ラ
シ
は
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
の
広
告
と
違
い
手
続
き
が

簡
単
で
費
用
が
安
い
た
め
、
悪
質

業
者
が
利
用
し
や
す
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

　

広
告
内
容
は
「
景
品
表
示
法
」

な
ど
の
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
配
布
前
の
チ
ェ
ッ

ク
は
難
し
い
た
め
、
問
題
が
あ
っ

て
も
そ
の
ま
ま
家
庭
に
配
布
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

チ
ラ
シ
を

う
の
み
に
し
な
い
で

　

チ
ラ
シ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

を
そ
の
ま
ま
う
の
み
に
す
る
と
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
法
律
違
反
ぎ
り
ぎ
り

で
、
消
費
者
が
勘
違
い
し
や
す
い

表
現
を
使
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

特
に
、
見
出
し
の
「
今
回
に
限

り
・
：
」
「
無
料
・
：
」
「
特
別
・
：
」

な
ど
の
言
葉
に
は
十
分
注
意
し
、

小
さ
な
字
で
も
隅
か
ら
隅
ま
で
し
っ

か
り
目
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。

　

思
わ
ず
飛
び
つ
き
た
く
な
る
よ

う
な
チ
ラ
シ
は
ま
ず
最
初
に
疑
っ

て
み
て
、
内
容
を
よ
く
確
か
め
ま

景
品
表
示
法

　

不
当
な
表
示
を
規
制
し
、
消

費
者
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
、

独
占
禁
止
法
の
特
例
と
し
て
簡

易
な
規
制
手
続
き
を
定
め
た
も

の
で
す
。

消費自Ξ活に関するご相談は消費者相談センターへ・豊66－111け傭463¢I市枠所々冴
ない｜見脈pgj
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一
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

自然の恵みに感謝

ぐ1るー・19登場 サッカースポーツ少年団

JC有終東オリエンテ

積
極
的
に
自
分
を
主
張
で
き
る
子
に

　

J
C
有
終
束
オ
リ
エ
ン
テ
は
、

有
終
束
小
学
校
の
児
童
を
中
心
に

昭
和
六
十
年
に
発
足
し
、
今
年
で

九
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
ま
で

に
、
約
百
五
十
人
の
少
年
少
女
が

当
団
を
巣
立
っ
て
、
中
学
・
高
校

社
会
人
の
チ
ー
ム
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
二
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
約
五
十
人
の
団
員
が
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
練
習

日
は
、
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
で
、

日
曜
日
に
は
遠
征
す
る
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　
　

「
オ
リ
エ
ン
テ
」
と
は
イ
タ
リ

ア
語
で
束
を
意
味
し
ま
す
が
、
‐

の
昇
る
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
も
あ

り
、
「
目
の
出
の
勢
い
」
を
象
徴
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
女
子
の
部
貝
か
お

り
、
秋
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
県
大
会

で
は
少
女
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
部
員
不
足
で
チ
ー
ム

を
つ
く
れ
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　

チ
ー
ム
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
声
を

出
そ
う
」
で
す
。
あ
い
さ
つ
が
き

ち
ん
と
で
き
、
練
習
で
も
試
合
で

も
声
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
積

極
的
に
自
分
を
主
張
で
き

る
子
供
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
信
頼

の
厚
い
キ
ャ
プ
テ
ン
の
前

君
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
長

谷
川
君
を
中
心
に
、
サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
て
塾
や
家
庭

で
経
験
で
き
な
い
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
・
信
頼
関
係
や
介

宿
・
遠
征
な
ど
で
親
か
ら

離
れ
た
宿
泊
経
験
な
ど
を

学
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
の
J
リ
ー
グ
発
足

は
、
子
供
た
ち
に
大
き
な

夢
を
与
え
、
未
来
の
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
を
目
指
し
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
狭
し
と
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

　

家
で
フ
ァ
ミ
コ
ン
に
明
け
暮
れ

て
い
る
君
。
外
で
思
い
っ
き
り
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

当
団
に
入
り
た
い
人
は
、
火
・

木
・
土
曜
日
の
練
習
日
に
有
終
束

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来
て
く

だ
さ
い
。

US，ゆ・

　

●

ヤングコこナ‾

オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で

　
　
　

ス
ト
レ
ス
解
消

　

辻
さ
ん
は
、
高
校
生
の
時
か

ら
バ
イ
ク
が
大
好
き
で
、
特
に
、

が
た
が
た
の
山
道
や
田
ん
ぼ
の

中
を
走
る
の
が
好
き
で
し
た
。

そ
れ
で
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
競

技
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

全
身
を
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
で
包

ん
で
競
技
を
す
る
の
で
、
け
が

を
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
し
、
万
が
一
し
て
も
軽
い
け

が
で
す
み
ま
す
。

　

練
習
は
毎
月
一
回
、
森
山
ス
キ
ー

場
で
約
二
時
間
し
て
い
ま
す
。
自

然
を
味
わ
い
な
が
ら
の
練
習
は
‐

ご
ろ
の
う
っ
ぷ
ん
を
発
散
で
き
て
、

ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
ま
す
。
た

だ
、
バ
イ
ク
に
熱
中
し
す
ぎ
て
家

族
に
見
放
さ
れ
な
い
か
が
心
配
だ

そ
う
で
、
た
ま
に
二
人
の
子
供
と

遊
ん
だ
り
し
て
、
家
庭
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

辻
さ
ん
は
五
月
四
日
、
森
山
ス

キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
「
ス
プ
リ

ン
グ
ー
フ
ク
イ
ー
オ
フ
ロ
ー
ド
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
エ
ジ
デ
ュ
ー

ロ
（
三
時
間
耐
久
レ
ー
ス
）
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
は
、
急
カ
ー
ブ

や
坂
道
の
あ
る
コ
ー
ス
を
制
限
時

間
内
に
ど
れ
だ
け
走
行
し
た
か
を

競
う
競
技
で
す
。
競
技
を
始
め
て

三
年
口
の
辻
さ
ん
は
、

百
二
十
六
E
～
二
百

五
十
四
の
初
心
者
ク

ラ
ス
に
出
場
し
ま
し

た
。
今
ま
で
の
大
会

で
は
リ
タ
イ
ヤ
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
、
完
走
を
目
標
に

参
加
し
、
見
事
に
宗

走
し
ま
し
た
。

辻悟さA．

　　　

（西大月）



邑四大

大
野
の
人
情
と
水
が
好
き
で
す

稲
垣
香
織
さ
ん
（
中
荒
井
町
一
丁
目
）

　

稲
垣
さ
ん
は
、
日
常
生
活
に
密

着
し
た
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
「
七
間
通
り
」
の
オ
ー
ナ
ー

で
す
。

　

長
年
、
稲
垣
さ
ん
は
、
都
会
の

人
間
関
係
、
人
工
的
に
造
ら
れ
た

町
や
臭
く
て
ま
ず
い
水
が
い
や
で
、

地
方
で
人
間
ら
し
い
生
活
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

一
昨
年
、
妻
の
京
子
さ
ん
と
旅

行
し
た
際
、
亀
山
山
頂
か
ら
町
を

眺
め
、
晩
年
を
送
る
に
ふ
さ
わ
し

い
町
だ
と
直
感
し
た
そ
う
で
す
。

水
や
食
べ
物
が
お
い
し
く
人
が
親

切
で
し
た
。
昨
年
九
月
、
大
阪
か

ら
中
荒
井
町
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
自
分
を
見
つ
け
る
た
め

三
十
数
年
ぶ
り
に
筆
を
と
り
、
美

術
を
通
じ
て
人
々
と
交
流
し
た
い

と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
外
観
は
格
子
窓

の
あ
る
古
い
町
家
風
。
約
こ
ト
五

平
方
μ
の
店
内
に
は
、
稲
垣
さ
ん

の
描
い
た
絵
画
や
陶
芸
品
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
美
し

く
、
ち
ょ
っ
と
楽
し
い
、
日
常
を

彩
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
ば
か
り

で
す
。
市
内
の
作
家
の
個
展
や
グ

ル
ー
プ
展
の
会
場
と
し
て
も
利
用

し
て
ほ
し
い
そ
う
で
す
。

　

稲
垣
さ
ん
は
「
大
野
に
来
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広

げ
て
、
市
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
店
に
し
た
い
」
と
、
話
し
て
い

ま
し
た
。

私屯ベノ・｀ぐこ，そ

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

　

点
字
し
か
文
字
と
し
て
知
ら
な

か
っ
た
私
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
い
う

機
器
を
知
っ
て
九
死
に
一
生
を
得

た
よ
う
で
し
た
。
そ
の
喜
び
を
今
、

短
い
文
章
で
説
明
す
る
こ
と
は
至

難
の
技
で
す
。

　

こ
の
機
器
は
昭
和
五
ト
六
年
に

点
字
に
よ
る
漢
字
標
記
シ
ス
テ
ム
、

六
点
漢
字
が
開
発
さ
れ
た
の
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
そ
れ
以
降
、
幾

度
か
の
改
良
が
繰
り
返
さ
れ
、
現

在
使
用
し
て
い
る
音
声
出
力
機
の

音
訓
読
み
と
い
う
、
画
期
的
な
漢

字
入
力
の
機
能
を
持
つ
、
カ
ナ
タ

イ
プ
の
キ
ー
タ
ッ
チ
シ
ス
テ
ム
ワ
ー

プ
ロ
が
製
品
化
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
便
利
な
も
の
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
私
は
「
健
常
者

と
交
流
を
深
め
て
い
く
の
に
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
機
器
は
な
い
」
と

思
い
、
さ
っ
そ
く
購
入
。
毎
日
、

一
生
懸
命
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　

今
で
は
ワ
ー
プ
ロ
の
お
か
げ
で
、

以
前
よ
り
も
何
事
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
範
囲
も
広
く
な
り
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
触
れ
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
障
害
者
に
は
不
自

由
な
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て

不
幸
で
は
な
い
の
で
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
こ
の
機
器
の

お
か
げ
で
、
国
会
の
議
事
録
速
記

者
や
一
般
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
大

変
簡
単
に
な
り
、
障
害
者
に
も
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
、
公
の

機
関
な
ど
に
徐
々
に
採
用
さ
れ
て

き
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
事

実
で
す
。
こ
う
し
て
障
害
者
の
職

域
が
広
げ
ら
れ
、
社
会
参
加
が
拡

大
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

私
は
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会

参
加
と
い
う
課
題
に
挑
戦
し
続
け

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
竹
内
紀
子
・
大
和
町
）

礼
儀
正
し
い
子
供
た
ち

　

先
日
、
有
終
西
小
学
校
で
の

歯
の
検
査
を
終
え
て
の
帰
り
道
、

七
・
八
人
の
二
年
生
が
「
さ
よ

う
な
ら
」
と
、
私
に
何
回
も
手

を
振
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
何
十

年
間
も
検
査
に
行
っ
て
い
ま
す

が
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
今

の
子
は
礼
儀
を
知
ら
な
い
と
よ

く
耳
に
し
ま
す
が
、
礼
儀
い
ま

だ
地
に
落
ち
ず
。

　

こ
の
子
供
た
ち
が
素
直
に
こ

の
ま
ま
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

を
念
願
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
尾
山
弘
・
明
倫
町
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
住
所
・

氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
番
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

●
文
集
「
こ
ぶ
し
L

　

救
護
施
設
大
野
荘
で
は
、
一

年
間
の
生
活
行
事
を
ま
と
め
た

文
集
「
こ
ぶ
し
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

日
ご
ろ
の
思
い
を
語
れ
な
い

人
が
ペ
ン
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
き
生
き
と
し
た
自
已
表

現
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
図
書
館
に
置
い
て
あ
り
ま

す
の
で
、
一
度
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
大
野
荘
（
豊
6
6
。

　

C
O
C
O
C
V
J
O
）
－
M
で

●
エ
イ
ズ
相
談

　

大
野
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ

に
関
す
る
相
談
や
検
査
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

相
談
（
検
査
）
日
毎
月
第
2
・

　

4
月
曜
日
午
前
9
時
～
H
時

会
場
大
野
保
健
所
2
階

検
査
料
医
師
に
検
査
を
必
要

　

と
判
断
さ
れ
た
時
は
無
料

問
合
せ
先
大
野
保
健
所
【
豊

　

6
6
・
n
／
】
0
7
″
｀
U
）

※
正
確
な
検
査
は
、
感
染
の
機

　

会
か
ら
3
ヵ
月
経
過
し
な
い

　

と
判
定
で
き
ま
せ
ん
。
検
査

　

結
果
は
1
0
口
ほ
ど
か
か
り
ま

　

す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守

　

さ
れ
、
検
査
も
匿
名
で
受
け

　

ら
れ
ま
す
。



新たな旅立ちを祝い

中国技術研修生歓送会

　

4月27日、市内の企業で1年間技術

研修を受けた中国人18人（10人は中国

に帰国、8人は技術実習生として引き

続き当市に在留）の歓送会が、市民会

館で行われました。修了証書が授与さ

れた後、大野日中友好技術協議会から

腕時計、市から越前大野城などをあし

らったテーブルセンターが、記念品と

して贈られました。

とて言］］Tブで’］鏡jTI］監建屋宜m

高原の新緑を満喫

OASIS自然を楽しむ会

　

4月29日、豊かな自然に恵まれた奥

越の高原に親しもうと、OASIS協

会社催の「自然を楽しむ会」が六呂師

高原で開かれました。参加者たちは高

原一帯を散策し、山菜採りをしたり。

白然観察をしたりして高原の新緑を満

喫。その後、採れたての山菜をさっそ

く調理し、自然の味覚をおいしそうに

味わいながら、談笑していました。

モ
オ
ー
の
ん
び
り
と
奥
越
高
原
に
入
牧

　

県
奥
越
高
原
牧
場
に
4
月
2
1
日
、
県
内
各
地
か
ら
の
預
託
牛
9
5
頭
が
入
牧
し

ま
し
た
。
高
原
の
お
い
し
い
草
と
空
気
で
、
1
0
月
中
旬
ま
で
伸
び
伸
び
飼
育
し
、

足
腰
の
強
い
丈
夫
な
牛
を
育
て
ま
す
。
農
家
の
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
込
ま
れ
た
牛

た
ち
は
、
予
防
接
種
や
体
重
な
ど
の
検
査
を
受
け
た
後
、
暖
か
い
日
差
し
を
浴

び
て
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
歩
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。

安全ボックスを設置

経ケ岳登山□に

　

大
野
警
察
署
は
4
月
2
8
口
、
経
ケ

岳
登
山
口
に
な
る
奥
越
青
少
年
の
森

前
の
駐
車
場
に
、
登
山
安
全
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
遭
難
事
故
防

止
を
図
ろ
う
と
市
と
協
力
。
N
T
T

か
ら
譲
り
受
け
た
公
衆
電
話
用
ボ
ッ

ク
ス
の
中
に
は
、
登
山
心
得
の
注
意

が
書
か
れ
、
人
山
届
け
書
、
コ
ー
ス

図
、
磁
石
や
捜
索
隊
に
居
場
所
を
知

ら
せ
る
笛
、
発
煙
筒
が
備
え
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

緑の街を目指して

ハナカイドウを植樹

　

福
井
の
自
動
車
販
売
会
社
が
4
月

2
8
日
、
バ
ラ
科
の
落
葉
低
木
ハ
ナ
カ

イ
ド
ウ
の
苗
木
3
0
本
を
当
市
に
寄
贈
。

　

「
緑
の
大
使
」
の
ミ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
日
本
代
表
花
村
と
も
み
さ

ん
が
、
緑
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
街
づ
く

り
を
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
L
げ
、

有
終
公
園
の
一
角
に
植
樹
し
ま
し
た
。

ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
の
花
言
葉
は
温
和
で
、

4
月
に
桃
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

勁思（・臓9



S温（恥包湯

ご存じですか冬虫夏草

自然保護センターで保管

　

県自然保護センターに5月6日、三

国町で採取された冬虫夏草の一種「オ

オセミタケ」7本が持ち込まれました。

冬虫夏草は、ニイニイゼミやアブラゼ

ミなどに寄生して体内に菌を充満させ

ます。その後、頭部などから糸状、棒

状に菌を伸ばす特殊な菌類です。早速、

同センターではアクリル標本にするた

め、東京に送りました。

ニjい□lsl羅E詣

あかね保育園で
市長が一日保父さん

　

市長が一目保父さんとして5月10日、

あかね保育園を訪問しました。園児た

ちの誕生会に出席し、一緒に昼食を食

べたりして、楽しいひとときを過ごし

ました。最初に、誕生日を迎えた園児

に記念の色紙を手渡した後、「赤ずきん

ちゃん」の寸劇に狩人として登場っ悪

者のオオカミを退治して、園児たちの

拍手を浴びていました。

森
山
ス
キ
ー
場
で
オ
フ
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

5
月
4
・
5
日
ヽ
森
山
ス
キ
ー
場
で
9
4
ス
プ
リ
ン
グ
ー
フ
ク
イ
ー
オ
フ
ロ
ー

ド
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
大
勢
の
愛
好
者

が
参
加
し
、
バ
イ
ク
の
3
時
間
耐
久
レ
ー
ス
で
幕
開
け
。
パ
ド
ル
レ
ー
ス
や
新

車
試
乗
会
が
行
わ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
家
族
連
れ
の
市
民
た
ち
は
、
オ
フ
ロ
ー

ド
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

お田植え祭り

豊作を祈つて

　

5
月
1
2
ロ
、
小
山
小
学
校
で
は
近

く
の
施
設
の
大
野
荘
、
む
つ
み
園
な

ど
の
人
を
招
い
て
、
お
田
植
え
祭
り

を
行
い
ま
し
た
。
自
然
に
感
謝
し
豊

作
を
祈
る
儀
式
の
後
、
全
員
で
力
を

合
わ
せ
て
苗
を
一
本
一
本
丁
寧
に
植

え
付
け
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
手
作

業
で
、
低
学
年
の
児
童
が
水
田
の
泥

に
足
を
取
ら
れ
て
る
横
を
、
田
植
え

の
コ
ツ
を
覚
え
た
高
学
年
の
児
童
が

L
手
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

パッチワークの

　

きんちゃくづくり

　

学
校
休
校
日
の
第
2
土
曜
‐
を
有

意
義
に
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
5
刻

1
4
日
、
市
図
書
館
で
手
づ
く
り
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
の
小
学
生

9
人
が
参
加
し
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

き
ん
ち
ゃ
く
づ
く
り
に
挑
戦
ま
し
た
。

作
業
は
製
図
一
や
紙
づ
く
り
か
ら
始

め
、
慣
れ
た
手
つ
き
の
子
や
不
安
顔

の
子
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
子
供
た
ち
は

楽
し
そ
う
に
、
そ
し
て
、
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。



お
知
ら
せ

6月

●
市
民
大
学
講
座

　

市
教
育
委
員
会
で
は
現
在
、
平

成
6
年
度
の
市
民
大
学
講
座
を
開

い
て
い
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
当
日
会
場
で
受
け
付
け

ま
す
。

対
象
大
野
市
民

時
間
3
回
～
9
回
＝
午
後
2
時

　

～
3
時
3
0
分
1
0
回
～
1
8
回
＝

　

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

会
場
有
終
会
館

受
講
料
5
0
0
円
（
全
1
8
回
分
）

平成6年度市民大学講座

回 月日 －アーマ

3 6月4日① どうなる日本の政治

4 6月11日① 奥の細道奥州路

5 6月18日① 藤原秀衡の黄金鐘

6 6月25日① 奥の細道出羽路

7 7月2日① 奥の細道北陸路

8 7月9日① 大野の老舗と民間信仰

9 7月16日① 文書にみる農村のくらし

10 7月22日面 ふえ続けるガン

11 7月29日面 こんな人は成人病になる

12 8月5日面 輸入食品は安全か

13 8月12日面 どうなる日本の食糧

14 8月19日面 新聞をどう読むか

15 8月26日面 便利さの落とし穴カード破産

16 9月2日② 税金対策に強くなろう

17 9月9日面 どう変わる年金制度

18 9月14日面 どうなる日本経済

●
保
育
料
3
・
7
8
％
ア
ッ
プ

　

市
は
、
保
育
所
保
育
料
徴
収
基

準
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
4

月
か
ら
の
保
育
料
を
平
均
3
・
7
8

％
引
き
あ
げ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
は
国
の
徴
収
基
準

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
に
伴
い
行

わ
れ
、
上
げ
幅
は
4
0
0
円
か
ら

1
1
0
0
円
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
児

童
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

7
5
）
へ
。

●
荒
島
岳
登
山

日
時
7
月
1
0
日
面
午
前
7
時
～

　

午
後
4
時
（
雨
天
の
場
合
は
1
7

　

日
⑨
に
延
期
）

集
合
場
所
阪
谷
公
民
館

コ
ー
ス
佐
開
～
山
頂
～
佐
開

定
員
5
0
人
程
度
（
小
学
生
以
下

　

は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費
一
人
5
0
0
円

申
込
・
問
合
せ
先
7
月
1
日
②

　

午
後
5
時
ま
で
に
阪
谷
公
民
館

　
　

（
豊
6
7
・
1
1
1
1
）
へ

●
簡
易
裁
判
所
の
民
事
調
停

　

大
野
簡
易
裁
判
所
で
は
、
売
買

・
金
銭
の
貸
し
借
り
・
公
害
・
相

続
・
サ
ラ
金
な
ど
、
民
事
一
般
の

調
停
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
停
は
、
民
間
か
ら
選
ば
れ
た

調
停
委
員
2
人
と
裁
判
官
の
3
人

で
構
成
す
る
調
停
委
員
会
に
よ
る

話
し
合
い
で
行
わ
れ
、
手
続
き
も

簡
単
で
費
用
も
安
く
、
円
満
な
解

決
が
図
れ
る
制
度
で
秘
密
も
守
ら

れ
ま
す
。

　

申
し
立
て
は
口
頭
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
人

は
大
野
簡
易
裁
判
所
（
豊
6
6
・
2

1
2
0
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
目
の
不
自
由
な
人
に

　
　

録
音
テ
ー
プ
を
郵
送

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
目

の
障
害
で
1
・
2
級
の
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
に
「
広
報
お
お
の
」
や

　

「
社
協
だ
よ
り
」
な
ど
身
近
な
話

題
な
ど
を
吹
き
込
ん
だ
録
音
テ
ー

プ
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
録
音
テ

ー
プ
は
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
作
成
さ
れ

ま
す
。

　

目
が
不
自
由
な
人
で
、
こ
の
テ
ー

プ
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
萱
6
5
・
8
7
7
3
）

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

●
警
察
官
募
集

受
験
資
格
昭
和
3
9
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
4
8
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
男
子
で
大
学
（
短

　

大
を
除
く
）
を
卒
業
ま
た
は
来

　

春
卒
業
見
込
み
の
人

試
験
日
第
1
次
試
験
7
月
1
0
日

　

⑨
第
2
次
試
験
8
月
中
旬

会
場
藤
島
高
校
（
福
井
市
）

採
用
予
定
数
約
9
人

受
付
期
間
6
月
6
日
か
ら
2
0
日

　

ま
で

問
合
せ
先
県
警
察
本
部
警
務
課

　

採
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　

採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2

　

O
・
2
0
7
・
1
1
0
ふ
ま
た
は

　

大
野
警
察
署
警
務
地
域
課

　
　

（
酋
6
6
・
3
9
0
0
）
、
派
出

　

所
、
駐
在
所

　

r1－・父兄

　

安全

夥

1

自
転
車
の

　
　

マ
ナ
ー
向
上
を

　

自
転
車
を
利
用
の
皆
さ
ん
、

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。
守
っ
て
い
ま
す

か
。
次
の
四
つ
の
事
項
は
特
に

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
左
側
通
行
を
す
る
。
ま
た
は
、

　

自
転
車
の
歩
道
通
行
可
の
歩

　

道
が
あ
る
と
き
は
そ
の
歩
道

　

を
通
行
す
る
。

①
並
進
は
後
ろ
か
ら
来
る
車
と

　

接
触
し
や
す
く
危
険
で
あ
る

　

と
同
時
に
車
の
迷
惑
と
な
る

　

た
め
絶
対
に
し
な
い
。

①
ラ
イ
ト
は
進
行
方
向
を
明
る

　

く
照
ら
す
働
き
と
ほ
か
の
道

　

路
利
用
者
に
自
分
の
所
在
を

　

知
ら
せ
る
二
つ
の
働
き
が
あ

　

る
た
め
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を

　

つ
け
安
全
に
走
行
す
る
。

④
傘
差
し
運
転
は
、
バ
ラ
ン
ス

　

を
崩
し
転
倒
し
や
す
く
な
り

　

大
変
危
険
な
た
め
絶
対
に
し

　

な
い
。
必
ず
カ
ッ
パ
を
着
用

　

し
て
乗
車
す
る
。

　

高
校
生
は
自
転
車
の
マ
ナ
ー

が
悪
い
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

私
た
ち
大
人
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
自
転
車
の
右
側
通
行
や
傘

差
し
運
転
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
大
人
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

自
転
車
の
マ
ナ
ー
が
向
上
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。



…INFORMATION

・
み
ん
な
で
防
ご
う

　
　
　
　
　
　

土
砂
災
害

　

6
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

で
す
。

　

土
砂
災
害
は
、
梅
雨
や
台
風
な

ど
の
豪
雨
に
よ
っ
て
発
生
し
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
破
壊
す
る
恐
ろ

し
い
災
害
で
す
。
土
石
流
や
地
滑

り
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害

を
防
ぎ
、
私
た
ち
の
安
全
な
暮
ら

し
を
支
え
て
い
る
の
が
砂
防
関
係

事
業
で
す
。

　

ふ
だ
ん
か
ら
気
象
情
報
に
注
意

し
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
決

め
、
危
な
い
と
き
は
早
め
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

…
県
政
バ
ス
教
室

　
　
　
　

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
号
）

日
時
6
月
1
9
日
2
午
前
9
時
2
0

　

分
集
合

集
合
場
所
J
R
越
前
大
野
駅
前

コ
ー
ス
パ
ピ
ル
ス
和
紙
の
里
会

　

館
～
福
井
総
合
植
物
園
～
県
立

　

博
物
館
～
J
R
越
前
大
野
駅
前

　
　

（
午
後
4
時
1
0
分
着
の
予
定
）

対
象
家
族
（
親
子
・
夫
婦
ご

参
加
費
大
人
9
5
0
円
・
小
学

　

生
5
3
0
円
・
中
学
生
7
3
0

　

円
・
高
校
生
8
5
0
円

定
員
先
着
5
2
人

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用

　

具
・
参
加
費

申
込
方
法
家
族
単
位
で
1
枚
の

　

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
電
話
番
号
・
出
発
日
・

　

出
発
地
を
明
記
の
う
え
、
〒
9

　

1
0
福
井
市
大
手
3
丁
目
1
7
－

　

1
県
庁
広
報
課
県
民
相
談
室
へ

・
青
少
年
の
森
キ
ャ
ン
プ

　
　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集

対
象
1
8
歳
以
土
の
男
女
で
、
7
・

　

8
月
中
の
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン

　

中
活
動
で
き
る
人
（
都
合
の
良

　

い
日
だ
け
）

締
切
6
月
4
日
①

申
込
先
電
話
で
奥
越
青
少
年
の

　

森
（
豊
6
7
・
1
3
2
1
）
へ

※
応
募
者
は
6
月
1
8
・
1
9
日
に
カ

　

ウ
ン
セ
ラ
ー
研
修
を
予
定
。
経

　

費
は
無
料
で
定
員
は
4
0
人
。

・
憲
法
は
基
本
的
人
権
を

　
　
　

保
障
し
て
い
ま
す

　

日
本
国
憲
法
は
、
国
民
の
基
本

的
人
権
を
広
く
保
障
し
て
お
り
、

こ
れ
を
擁
護
す
る
た
め
に
は
、
権

利
の
行
使
は
法
に
従
っ
て
行
わ
れ

る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
「
法
の
支
配
」
と
い
い
、
日

本
国
憲
法
の
重
要
な
原
理
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
所
は
、
憲
法
の
番
人
と
し

て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
守
り
、

法
の
支
配
を
維
持
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
人
権
を
お
互
い
に
尊
重

し
あ
い
、
法
の
支
配
の
行
き
届
い

た
国
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
福
井
地
方
裁
判
所

総
務
課
（
容
0
7
7
6
・
9
9
・
5

0
0
0
）
ま
で

・
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　

年
金
の
届
出

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ご
主

人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
で
、

2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
人
は
、
届

け
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民
年

金
の
第
3
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。

　

被
扶
養
者
に
な
れ
ば
「
主
人
が

勤
め
て
い
る
会
社
が
届
け
出
を
し

て
く
れ
る
」
と
か
、
「
届
け
出
を
し

な
く
て
も
自
動
的
に
第
3
号
被
保

険
者
に
な
れ
る
」
な
ど
と
誤
解
さ

れ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
第
3
号

被
保
険
者
に
該
当
し
た
と
き
は
、

奥
さ
ん
自
身
が
届
け
出
を
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

届
け
出
を
忘
れ
る
と
保
険
料
を

納
め
た
期
間
と
な
ら
ず
、
将
来
、

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
も
ら

え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
年

金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

5
5
）
ま
で

…
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

教
養
教
室

　

【
着
物
着
付
け
】

定
員
1
5
人

日
時
6
月
9
日
か
ら
毎
週
水
曜

　

日
午
後
7
時
3
0
分
1
0
回

受
講
料
2
0
0
0
円

　

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
初
級
】

定
員
3
0
人

日
時
6
月
1
0
日
か
ら
毎
週
金
曜

　

日
午
後
7
時
3
0
分
3
回

受
講
料
1
0
0
0
円

　

【
初
心
者
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
】

定
員
2
0
人

日
時
6
月
中
旬
の
日
曜
日
午
前

　

か
ら
I
回

受
講
料
5
0
0
円

　

【
本
格
ダ
ー
ツ
】

定
員
2
0
人

日
時
6
月
1
4
日
か
ら
毎
週
火
曜

　

日
午
後
7
時
3
0
分
3
回

受
講
料
1
0
0
0
円

　

詳
し
く
は
、
市
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
（
L
6
5
・
7
2
2
1
）
ま
で

スポーツ医学講習会

〈スポーツと栄養について〉

　

市は、スポーツ活動を行ってい

る少年少女とその指導者、保護者

を対象に、スポーツと栄養につい

ての基礎的知識を学び、生涯にわ

たりスポーツを楽しんでいただこ

うとスポーツ医学に関する講習会

を開催します。

　

奮ってご参加ください。

主催市教育委員会

日時6月11日①

　　

【A日程】午後3時開講式午

　

後3時10分講義午後4時実習

　

午後5時終了

　　

【B日程】午後7時開講式午

　

後7時10分講義午後8時実習

　

午後9時終了

会場有終会館

講師砂博子氏

　

HIROヘルスプラニング…管

　

理栄養士・健康運動指導士

対象者市内在住者・市内に通勤

　

通学の者

　　

【A日程】小学5年生～高校生

　　

【B日程】スポーツ少年団指導

　

者・体育指導員・中高校部活動

　

顧問・一般

定員【A日程】50人

　　　　

【B日程】50人

参加料無料

申込・問合せ先市教育委員会体

　

育課（天神町1－166・11

　

11）まで
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外
来
語
の
店
名
・
社
名

　

最
近
街
を
歩
く
と
、
あ
ち
こ
ち
で
モ
ダ
ン

な
洋
風
の
住
宅
や
事
業
所
に
出
く
わ
し
ま
す
。

そ
れ
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
店
や
事
業

所
の
表
示
に
外
来
語
が
使
わ
れ
、
首
を
か
し

げ
る
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。

　

思
い
が
け
な
い
外
来
語
を
使
っ
て
、
消
費

者
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
店
名
・
社
名
を

覚
え
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

社
名
な
ど
を
親
し
み
や
す
い
名
に
変
え
る

こ
と
を
C
I
（
c
o
r
p
o
r
a
t
e
・
l

d
e
n
t
i
t
y
）
と
呼
び
、
社
名
の
意
識

改
善
を
意
味
し
ま
す
。

　

月
美
町
に
あ
る
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
は
一
般
か

ら
名
前
を
募
集
し
て
、
サ
ン
レ
ア
2
1
（
ギ
リ

シ
ア
神
話
の
女
神
と
2
1
世
紀
）
と
な
り
ま
し

た
。

　

J
R
越
前
大
野
駅
の
東
側
に
は
、
フ
ラ
ン

ス
料
理
専
門
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
ウ
ー
ル
（
豪
華

な
と
フ
ラ
ン
ス
の
有
名
店
名
・
ワ
イ
ン
の
メ

ッ
カ
）
と
い
う
店
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ぶ
し
通
り
に
は
、
リ
ブ
ン
ー
ア
ン
（
居

住
性
が
一
番
）
と
い
う
社
名
の
し
ゃ
れ
た
建

物
が
あ
り
ま
す
。
ス
カ
ー
ト
や
ス
ラ
ッ
ク
ス

な
ど
、
女
性
用
衣
服
の
縫
製
と
洋
裁
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
近
く
の
国
道
一
五
八
号

線
沿
い
に
は
、
ス
ー
リ
ー
ル
（
ほ
ほ
え
み
）

と
表
示
の
あ
る
五
階
建
て
の
ビ
ル
が
昨
年
秋

完
成
し
ま
し
た
。
給
排
水
衛
生
設
備
設
計
施

工
の
会
社
で
す
。

　

美
里
町
に
は
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
（
芳
香
）
と

い
う
マ
ン
シ
ョ
ン
も
で
き
ま
し
た
。

　

美
容
室
や
喫
茶
店
に
も
し
ゃ
れ
た
外
来
語

の
名
前
が
多
く
使
わ
れ
、
外
国
語
に
弱
い
も

の
に
と
っ
て
は
舌
が
回
ら
ず
、
す
ん
な
り
と

目
に
出
て
こ
な
い
名
前
も
あ
る
よ
う
で
す
。

市民のうごき
5月1日現在 前月比

世帯数 11，316世帯 10世帯

41，787人 △18人

入目 男 19，949人 △17人

女 21，838人 △1人

nj中の異動
転入 123人 出生 25人

転出 127人 死亡 39人

市内の交通事故状況（nヵ，ち・jお

件数内訳
平成6年　

4月末

平成5年　

4月末
増減

総件数 226件 182件 44件

人
身

事
故

件数 57件 39件 18件

死者 1人 O人 1人

傷者 76人 52人 24人

物損事故 169件 143件 26件

表
紙
の
こ
と
ば

　

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
と
い
え
ば
、

加
越
国
境
の
取
立
山
が
有
名
で

す
が
、
大
野
に
も
群
生
地
は
あ

り
ま
す
。
写
真
は
、
平
家
平
か

ら
さ
ら
に
南
に
登
っ
た
姥
ヶ
岳

中
腹
（
標
高
千
二
百
μ
）
に
あ

る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
で
す
。
天

の
川
湿
地
に
か
れ
ん
な
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。
大
切
に
し
た

い
自
然
で
す
。

編
集
後
記

　

よ
う
や
く
忙
し
い
田
植
え
シ
ー

ズ
ン
も
終
わ
り
、
ほ
っ
と
一
息
。

山
々
の
緑
も
一
層
鮮
や
か
さ
を

増
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
旅
行
に
出
か
け
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
マ
ナ
ー
だ
け

は
守
り
た
い
も
の
で
す
。
空
き

缶
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
分

の
出
し
た
ゴ
ミ
は
自
分
で
持
ち

帰
り
ま
し
よ
う
。

－■㎜■■沼気ejiR－

　

新
横
浜
駅
構
内
に
、

ロ
ッ
ク
歌
手
を
迎
え
る

フ
ァ
ン
の
女
の
子
が
二

百
人
く
ら
い
集
ま
っ
て

い
た
、
三
角
の
ト
ン
ガ

リ
帽
子
に
す
そ
が
地
面

に
着
く
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
、
全
身
黒
一
色
の
格

好
は
、
お
と
ぎ
話
の
魔
法
使
い
の
お
ば
あ
さ
ん

と
で
も
言
え
よ
う
。
月
の
砂
漠
の
王
子
7
タ
イ

ル
、
イ
ン
ド
民
族
衣
装
に
鳥
の
羽
の
人
き
な
セ

ン
ス
を
ぱ
た
つ
か
せ
て
い
る
娘
。
紫
の
ド
レ
ス

の
娘
は
ま
た
を
開
い
て
座
り
込
み
、
ラ
ジ
カ
セ

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
L
げ
て
手
拍
子
を
取
っ
て
い

た
▼
テ
レ
ビ
で
見
る
ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
ニ
バ
ル

風
景
さ
な
が
ら
と
思
っ
て
じ
ろ
じ
ろ
見
て
い
る

の
は
私
だ
け
で
、
み
ん
な
見
向
き
も
せ
ず
に
素

通
り
す
る
、
「
コ
ン
サ
ー
ト
の
あ
る
日
は
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
員
が
好
み
の
服
装
で
集
ま
り
、
馬
鹿

騒
ぎ
を
す
る
の
は
い
つ
も
の
こ
と
で
す
」
と
売

店
の
人
が
話
し
て
く
れ
た
。
▼
駅
を
出
た
所
で

別
の
群
衆
に
出
く
わ
し
た
。
外
人
男
性
の
ヌ
ー

ド
シ
ョ
ー
が
あ
る
劇
場
ヘ
ド
ル
紙
幣
を
手
に
手

に
大
勢
の
女
性
が
な
だ
れ
込
む
。
彼
女
た
ち
は

お
目
当
て
の
ダ
ン
サ
ー
の
下
着
に
紙
幣
を
挟
み

込
む
そ
う
だ
▼
ガ
ン
ガ
ン
し
た
都
会
か
ら
帰
っ

て
き
た
時
、
亀
山
城
が
い
つ
に
な
く
美
し
か
っ

た
。
新
緑
の
公
園
に
憩
う
女
子
高
校
生
の
群
れ

も
朝
市
に
集
う
主
婦
た
ち
の
会
話
も
さ
わ
や
か

に
思
え
た
。
大
野
は
や
は
り
歴
史
の
重
み
に
支

え
ら
れ
た
古
里
な
の
だ
。
都
会
に
は
な
い
良
さ

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
今
年
は
、
み
ん
な
で
大
野

の
良
さ
を
見
直
し
、
年
寄
り
に
住
み
よ
い
だ
け

で
は
な
く
て
、
若
い
人
た
ち
に
魅
力
の
あ
る
町

づ
く
り
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
市
制
四

十
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）
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